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昨今のガンマ線天文学の発展
2000年代 TeVガンマ線望遠鏡観測の本格化（天体数200に迫る）
2008年以降 フェルミ衛星によるGeVガンマ線観測の飛躍（天体数5000以上）
2020年代 CTAによるTeVガンマ線観測の発展（天体数1000以上が期待）

一方、MeVガンマ線観測は..... 1990年代のCGRO衛星COMPTEL以降進展無し
（天体数約30）(数100 keV–数10 MeV)

Fermi/LAT 30‐100MeV

Principe+18

Fermiでも100MeV以下は
感度悪い
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2014年ごろ ComPairとして、提案（アメリカ）
2017年ごろ AMEGOとなる
2019年 Astro2020 APC White paper 提出

AMEGO

PI: Julie McEnery (GSFC/NASA)
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日本登録メン
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田島宏康（名大）
中澤知洋（名大）
深沢泰司（広大）
水野恒史（広大）
高橋弘充（広大）

大野雅功（広大）
窪秀俊（京大）
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ライン感度連続成分感度
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有効面積 角度分解能

10MeV異常でFermi/LATより
角度分解能 良い
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偏光観測
Modulation factor
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気球実験に対するメリット

全天サーベイ ： 多数の天体、新種の天体の発見
連続モニター ： GW/high‐e ニュートリノ対応天体、

突発天体のフレア

既存の技術が多いので、検出器TRLがそこそこのレベルで、
見通しがよい

他のメリット

フェルミ衛星のメンバーが多く、日本側の顔も知られている


